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平面図形 平成 年 月 日

1 AB=5，BC=6，CA=4の△ ABCがあり，辺 ACの中

点をMとする。図のように，辺 BCの Cを越える延長

線上に点 D をとり，直線 DM と辺 AB の交点を E と

すると，△ ABCと△ AMEが相似になった。また，△

ABCの面積を S とする。

（1）線分 AEの長さを求めよ。また，△ AMEの面積を

S で表せ。

（2）線分 CDの長さを求めよ。

（3）直線 BMと線分 ADの交点を Fとするとき，

△MDFの面積を S で表せ。



平面図形 平成 年 月 日

2 図のように△ ABC があり，AB : AC=3 : 2，BC=10

である。∠ Aの二等分線と辺 BCの交点を Dとし，辺

BCに点 Dで接して点 Aを通る円と辺 AB，ACの交点

のうち，Aでない方をそれぞれ E，Fとする。

（1）線分 BDの長さを求めよ。

（2）AB=9 のとき，線分 BE の長さを求めよ。またこのと

き，線分 AFの長さを求めよ。

（3）(2)のとき，線分 AD，CEの交点をGとする。△ ABC

の面積を S とするとき，△ AGF の面積を S を用いて

表せ。



平面図形 平成 年 月 日

3 図のように AB=4，BC=5，∠ BAC=90◦ の直角三角形

ABC と，点 B を通り，直線 AC と点 C で接する円 O

がある。また，円 O と辺 AB の交点のうち，B でない

方の点を Dとする。

（1）辺ACの長さを求めよ。また，線分ADの長さを求めよ。

（2）∠ ABCの二等分線と辺 ACの交点を Eとするとき，線

分 BEの長さを求めよ。

（3）(2)のとき，線分 BEと線分 CDの交点を Fとする。こ

のとき，
BF
FE

の値を求めよ。また，四角形 ADFEの面

積を求めよ。



平面図形 平成 年 月 日

4 図のように円 Oと，円外の点 Pを通る直線 l1，l2 があ

る。l1 は円 Oの接線で，点 Aは接点である。また，l2

は円 Oと 2点で交わり，交点を点 Pに近い方から順に

B，Cとする。∠ APCの二等分線と線分 ABの交点を

Dとする。このとき，PA=6，AD : DB=3 : 2である。

（1）線分 PBの長さを求めよ。

（2）線分 BC の長さを求めよ。また，AB=a のとき，線分

ACの長さを aを用いて表せ。

（3）直線 CD と線分 PA の交点を E とするとき，PE : EA

を求めよ。また，点Dが△ PACの内心であるとき，(2)

の aの値を求めよ。



平面図形 平成 年 月 日

5 図のように，円 O に内接する△ ABC があり，AB :

AC=4 : 3，BC=8を満たしている。∠ BACの二等分

線と辺 BC の交点を D，∠ BAC の二等分線と円 O と

の交点のうち A でない方を E とする。また，線分 BE

を 2 : 1に内分する点を F，線分 CFと AEの交点を G

とする。

（1）BD : DC を最も簡単な整数比で表せ。また，線分 BD

の長さを求めよ。

（2）
CG
GF

の値を求めよ。

（3）直線 BG と線分 CE の交点を H とする。このとき，
HC
EH

の値を求めよ。また，BE=5のとき，△ CGHの

面積を求めよ。



平面図形 平成 年 月 日

6 図のように，円周上に 4点 A，B，C，Dがあり，直線

AB，CDの交点を Pとするとき，PA=5，PC=4，CD=6

である。

（1）線分 PBの長さを求めよ。

（2）直線 ADと BCの交点を Q，直線 PQと BDの交点を

R とする。直線 BC が∠ PBD の二等分線であるとき，

線分 BDの長さを求めよ。また，BR : RDを最も簡単

な整数比で表せ。

（3）(2) のとき，△ BPD の面積 S とする。このとき，△

CQRの面積を S を用いて表せ。



平面図形 平成 年 月 日

7 AB=3，BC=5，CA=4である△ABCがある。∠ BAC

の二等分線と辺 BCの交点をDとし，△ ABCの内心を

I とする。また，点 D で辺 BC に接して点 A を通る円

と辺 ABとの交点のうち，Aでない方の点を Eとする。

（1）線分 BDの長さを求めよ。

（2）AI : ID を最も簡単な整数の比で表せ。また，線分 BE

の長さを求めよ。

（3）線分 BIと線分 DEの交点を Fとする。
BF
FI

の値を求

めよ。また，△ AFIの面積を求めよ。



平面図形 平成 年 月 日

8 図のような△ ABCがあり，∠ Aの二等分線と辺 BCの

交点を D とする。また，△ ACD の外接円と辺 AB の

交点のうち Aでない方を E，点 Cにおける円の接線と

直線 ADの交点を Fとする。このとき，CF=4，DF=2

である。

（1）線分 AFの長さを求めよ。

（2）△ ABD と△ CFD が相似であることを証明せよ。ま

た，CD=3であるとき，線分 BD，辺 ACの長さをそれ

ぞれ求めよ。

（3）(2)のとき，線分 BEの長さを求めよ。また，2直線 CE，

ADの交点を Gとするとき，
DG
GA

の値を求めよ。



平面図形 平成 年 月 日

9 図のように，BC=6 である△ ABC があり，辺 BC は

△ ABC の外接円 O の直径である。点 A における円

Oの接線と直線 BCとの交点を Dとすると，BD=6と

なった。

（1）線分 ADの長さを求めよ。

（2）
AC
AB

の値を求めよ。また，辺 ACの長さを求めよ。

（3）点 Dを通り直線 BCに垂直な直線と直線 ACとの交点

を Eとする。線分 CEの長さを求めよ。また，∠ BCA

の二等分線と線分 AD，DE との交点をそれぞれ F，G

とする。
CF
FG

の値を求めよ。



平面図形 平成 年 月 日

10 △ ABC において，∠A = 90◦，AB= 3，AC= 4 であ

る。∠Aの二等分線がこの三角形の外接円と交わる点の

うち Aと異なる方を Dとし，線分 ADと辺 BCの交点

を Eとする。

（1）線分 BC，BEの長さを求めよ。

（2）線分 CDの長さを求めよ。

（3）線分 ED，ADの長さを求めよ。

（4）△ ABCの外接円の弧 (点 Dを含まない方)上に点 Pを

とり，線分DPと辺BCとの交点をQとする。∠DEQ =

∠DPAであることを示し，これを用いて線分 DP，DQ

の長さの積 DP · DQを求めよ。



平面図形 平成 年 月 日

11 △ ABCにおいて，∠Bの二等分線と辺 ACとの交点を

Dとすると，AB = 5，AD = 3，DC = 2である。

（1）線分 BCの長さを求めよ。

（2）△ ABC の重心を G とするとき，線分 AG の長さを求

めよ。

（3）△ ABC の重心を G，内心を I とするとき，△ DGI の

面積を求めよ。



平面図形 平成 年 月 日

12 図のように，円 Oの弦 ABと弦 CDのそれぞれの延長

の交点を Pとすると，AB= 2，PA= 3，PC= 2である。

（1）線分 PDの長さを求めよ。

（2）BD= 3のとき，線分 ACの長さを求めよ。

（3）(2)のとき，点 Pにおける△ PACの外接円の接線に平

行に点 Cから直線を引き，直線 PAとの交点を Qとす

る。このとき，線分 CQの長さを求めよ。



平面図形 平成 年 月 日

13 BC= 5，AB > AC であるような△ ABC がある。△

ABCの外接円の点 Aにおける接線が直線 BCと交わる

点を Dとすると，CD= 4である。

（1）DAの長さを求めよ。

（2）∠ACB = 2∠ABCのとき，AB，ACの長さをそれぞれ

求めよ。

（3）直線 AD に平行で，辺 AB，AC と交わる直線を引き，

交点をそれぞれ E，Fとする。(2)のとき，AE= xとし

て，CFの長さを xで表せ。

（4）(3)において，AE = CFのとき，EFの長さを求めよ。



平面図形 平成 年 月 日

14 図のような ∠C = 90◦ の直角三角形 ABCとその外接円

がある。直線 AB と点 C における円の接線の交点を D

とし，∠BDCの二等分線と辺 BC，ACの交点をそれぞ

れ E，Fとする。ただし，AC>BCとする。

（1）∠ABC = 55◦ のとき，∠BDCの大きさを求めよ。

（2）∠ABC = α のとき，∠BDC の大きさを α を用いて表

せ。また，∠CEFの大きさを求めよ。

（3）AB= 3，BD= 1のとき，CDの長さを求めよ。また，△

CEFの面積を求めよ。



平面図形 平成 年 月 日

15 右図のように，円 Oの外部の点 Aから円 Oに接線を引

き，接点を Tとする。また，円の中心 Oと点 Aを結ぶ

線分と円の交点を B，点 Tから直線 ABに垂線を引き，

その交点を Hとすると，∠ATB = ∠BTHである。さら

に，AT= 6，TH= 2とする。

（1）線分 AH，ABの長さをそれぞれ求めよ。

（2）円 Oの半径 r を求めよ。

（3）円 O の直径の１つを TC，直線 BC と TH の交点を D

とするとき，線分 CDの長さを求めよ。



平面図形 平成 年 月 日

16 ∠A = 60◦，BC= 2の鋭角三角形 ABCがあり，辺 BC

を直径とする円と辺 AB，AC との交点をそれぞれ D，

Eとする。

（1）∠AEDの大きさを求めよ。また，AE:ABを求めよ。

（2）△ AED∽△ ABCであることを示し，線分 DEの長さ

を求めよ。

（3）直線 BC が直線 DE と点 F で交わり，E が線分 DF の

中点となるとき，線分 CFの長さ，および，
CE
BD
の値を

求めよ。



平面図形 平成 年 月 日

17 円 O上の点 Aにおける接線を lとする。また，点 Aと

異なる l 上の点 Bから円 Oと２点で交わるような直線

を引き，その交点を B に近い方からそれぞれ C，D と

すると，AB= 6，BC= 4，AC= 3である。

（1）線分 BDの長さを求めよ。

（2）△ ABCの外接円上の点 Aにおける接線と円 Oの交点

のうちAと異なる方を Eとする。このとき，△ EACと

△ ABCが相似であることを証明せよ。また，線分 CE

の長さを求めよ。

（3）(2) において，直線 AC と直線 BE の交点を F とする。

このとき，△ BCF と△ CEF の面積比を最も簡単な整

数比で表せ。



平面図形 平成 年 月 日

18 △ ABCがあり，AB= 8，BC= 7，CA= 6である。∠A

の二等分線と辺 BCとの交点を Dとし，直線 ADと△

ABCの外接円との交点を Eとする。ただし，Eは Aと

異なる点とする。

（1）線分 BD，DCの長さを求めよ。

（2）△ADC∽△BDEであることを示せ。また，積AD·DE

の値を求めよ。

（3）線分 AD，DEの長さをそれぞれ求めよ。


